
繁殖成功へ「クロサンショウウオ」の雄
間国

　

国旧国回
国

、

　

「大
き
な

一
歩
」

ウ
ウ
オ
と
し
た
。
ク
ロ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
は
体
長
が
最
大
１５
等

で
、
北
は
青
森
県
か
ら
南
は
岐

阜
県
ま
で
広
く
分
布
す
る
。
形

態
や
行
動
に
つ
い
て
「雌
は
年

跨ぎキ群舞＊〆も．

　　　　　　　　　
　

　
　
　

　

　　
　

　

　　
卿＼　

　　

　
　
　

１
回
、
春
先
に
二
つ
の
卵
を
産

む
」
「雄
は
卵
を
巡
っ
て
争
い

を
す
る
」
「雄
が
頭
か
ら
胴
に

か
け
て
の
部
位
で
卵
を
抱
え
て

放
精
す
る
」と
い
っ
た
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
森
井
さ
ん
は
「緯

度
に
よ
っ
て
進
化
の
違
い
が
あ

る
」
「繁
殖
に
成
功
す
る
形
態

条
件
と
し
て
頭
胴
長
が
長
い
」

と
仮
説
を
立
て
、
野
外
調
査
に

着
手
。
北
限
の
本
県
と
南
の
地
，

域
に
属
す
る
石
川
・富
山
両
県
、

中
間
の
新
潟
県
を
含
む
９
カ
所

で
、
３
日
に
１
回
程
度
の
定
期

調
査
と
、
頭
胴
長
と
卵
獲
得
の

関
係
性
を
調
べ
る
行
動
観
察
を

行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
繁
殖
期
間
は
生

息
地
域
の
北
部
が
２
週
間
ほ
ど

（４
月
下
旬
～
５
月
上
旬
）で
、

南
部
が
２
カ
月
ほ
ど
（２
～
４

月
）
だ
っ
た
。
時
間
当
た
り
の

ヨウウオの繁殖期の特性と雄の進化

　　

繁
殖
個
体
数
の

　　

雄
雌
比
で
は
、

進

　

北
部
で
同
程
度

の

　

だ
っ
た
の
に
対

と

　

し
、
南
部
で
雄

』

　

が
多
い
こ
と
が

　
　　　　　　

弼

　

胴
長
を
比
較
す

繁

　

る
と
、
北
部
が

の

　

短
く
、
南
部
が

ウ

　

長
か
っ
た
。
特

ウ

　

に
南
部
で
は
体

ョ

　

長
に
対
し
頭
胴

男

　

長
が
長
い
雄
ほ

集団の繁殖期間と繁殖に参加する個体数

　　　　　

オス同士の争い

　　　

オスの頭胴長

＆↓いｒぜ
′

　　

◆樹

　　　

．『
‐隆

嗣

署

妻

繋
、

　　　　　　

冬

繁
殖
可
能
な
個
体
の
割
合

‐購
一隆

＃＝’

謝．『

身◆藍
軌
癖
漆
ｒ
尋◆

・

　　　　　　

１

繁

　　　

雄

　

”即

　　　

妙

繁
殖
可
能
な
個
体
の
割
合

　　　　

．瀞
矧ぎな
きみ鞭

サ

　

ど
卵
を
獲
得

ロ

　

し
、
子
孫
を
残

ク

　

す
可
能
性
が
高

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　
　
　
　
　

池

　　

÷繁
殖
期
借
が

息
森
長
い
南
部
で
は

生
（

　　　

卵
；

雌
の
産
卵
が
分

散
す
る
の
に
対

し
、期
間
が
短
い
北
部
で
は
（産

卵
が
）
集
中
す
る
。
し
か
も
、

卵
の
受
精
に
は
時
間
制
限
が
あ

る
」
と
し
、
「南
部
で
は
強
い

雄
だ
け
が
子
孫
を
残
す
こ
と
が

で
き
、
卵
を
獲
得
す
る
た
め
に

今
回
の
成
果
に
つ
い
て
「研

究
者
と
し
て
大
き
な
一歩
」
と

振
り
返
り
、
頭
胴
長
の
長
い
雄

の
繁
殖
力
の
強
さ
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
「受
精
卵
の
遺
伝
子

解
析
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
意
気
込
む
。
研
究
メ
ン

バ
ー
の
一人
、
東
京
大
大
学
院

農
学
生
命
科
学
研
究
科
博
士
課

程
の
安
田
晶
南
さ
ん
（２５
）＝
弘

綴
「最
後
の
担
当
相
に
」

め
粒

　

．

　

噸
鱈
官
房
長
官
が
決
意
表
明

１
９
７
７
年
に
新
潟
市
で
１３

歳
の
中
学
１
年
生
だ
っ
た
横
田

め
ぐ
み
さ
ん
が
北
朝
鮮
に
粒
致

さ
れ
て
か
ら
４８
年
が
た
っ
た
１５

日
、
粒
致
問
題
の
早
期
解
決
を

求
め
る
「県
民
集
会
」
が
市
内

で
開
か
れ
た
。
木
原
稔
官
房
長

官
も
出
席
し
、
「私
が
最
後
の

粒
致
問
題
担
当
相
に
な
る
べ
き

だ
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　

１

　　

．

　　　

・１

　

．

　　　　　

・

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　

１

　　　　

盤
一

成
果
「大
き
な

山陽

　森井さん（詩饗楼）中心グループが進化解明

　

弘前大学農学生命科学部客員研究員で東京大１した。緯度と繁殖の関係性を詳細に研究した初
大学院農学生命科学研究科研究員の森井椋太さ１めての事例で、緯度が南下するほど繁殖期間が
ん（２８）を中心とした研究グループは、 日ｒ本国有１長く、それに伴い卵を巡る雄同士の争いが強く
種の両生類「クロサンショウウオ」の雄の進化ーなり、雄の頭胴長（鼻先から排せつ口までの長「クロサンショウウオ」 の雄の進化１なり、雄の頭胴長 （

繁殖期の生息地域の特性を明らかに１さ）が長く進化した。

　　

　　

　

強
の
絵

　

は

高

が
で
智

　

ヨ
ウ
ウ

い
ま
葉

　

）
÷
～

争
口
稲

　

Ｃ
Ｉ
Ｅ

の
つ
（

　

に
研
究
‐

　
　

　　

　
　

　　

の
度
卵
（
た

　　　

殖
緯
い
鮎長
し

　　　

繁

　

、
伴
“胴
化

　　　

と
で
に
“頭
進

例

　

の
く

　　　　

　

　
　
　

心

蓬
読
解

中
陳謝
欄

　　

　
　

　
　　種に

三

脚

　

報
ぜ

　

，≧

富
山
県
出
身
の
森
井
さ
ん

は

高
校
の
部
活
動
で
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
の
研
究
を
姶
め
、
２

０
１
６
年
の
弘
前
大
入
学
を
機

に
研
究
対
象
を
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ

　

　　

　　

　

　

　

　
　　

日
本
固
有
種
の
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
進
化
な
ど
を

解
明
し
た
森
井
さ
ん
（右
）
と
安
田
さ
ん

醐
ラ
オ
ス
に
第
１
号
」

陸
外青年海外協力隊

鰹
愛
子
さ
ま
あ
す
訪
問

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
長
女

愛
子
さ
ま
は
、
”
日
か
ら
ラ
オ

ス
を
訪
問
さ
れ
る
。
初
の
外
国

公
式
訪
問
先
と
な
る
同
国
は
今

年
、
日
本
と
の
外
交
関
係
樹
立

７０
周
年
を
迎
え
、
国
際
協
力
機

構
（Ｊ
工
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
海
外

人
、
大
西
規
夫
さ
ん
（８４
）＝
東

京
都
渋
谷
区
＝
は
、
北
海
道
秩

父
別
町
の
農
家
出
身
で
、
日
本

式
稲
作
の
指
導
者
と
し
て
ラ
オ

ス
の
「サ
ラ
カ
ム
稲
作
試
験

湯
」
に
向
か
っ
た
。
当
時
は

「試
験
デ
ー
タ
や
道
具
、
何
も

た
だ
、
現
地
の
人
々
は
フ
ル

ー
ツ
を
分
け
て
く
れ
る
な
ど

「非
常
に
親
切
」
で
、
交
流
を

す
る
中
で
ラ
オ
ス
語
も
習
得
。

ト
ラ
ク
タ
ー
や
鎌
と
い
っ
た
道

具
を
そ
ろ
え
た
２
年
目
は
、
じ

か
に
種
を
ま
く
現
地
の
稲
作
を

苗
を
植
え
て
い
っ
た
。

同
国
は
当
時
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、

「家
に
帰
っ
た
ら
、
ベ
ッ
ド
が

焦
げ
て
爆
弾
の
破
片
が
付
い
て

い
た
」
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
無

事
約
２
年
の
任
期
を
終
え
た
。

今
年
１０
月
、
派
遣
団
周
年
式

典
に
出
席
す
る
た
め
、
５８
年
ぶ

り
に
現
地
を
訪
問
。
水
田
で
は

立
派
な
稲
穂
が
実
り
「日
本
の

風
景
と
同
じ
で
感
激
し
た
」
と

い
う
。
皇
室
と
海
外
協
力
隊
員
と
の

交
流
は
、
上
皇
ご
夫
妻
（当
時

は
皇
太
子
ご
夫
妻
）が
、出
発
前

や
帰
国
後
の
大
西
さ
ん
ら
初
代

隊
員
に
面
会
し
て
以
降
継
続
。

現
在
は
秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
出
発

前
、両
陛
下
が
帰
国
後
の
隊
員

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
て
い
る
。

日
本
赤
十
字
社
に
勤
務
す
る

愛
子
さ
ま
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
強
い
関
心
を
持
つ
。
現

地
で
看
護
職
な
ど
の
隊
員
と
懇

談
し
、
隊
員
が
配
属
さ
れ
て
い

る
武
道
セ
ン
タ
ー
や
国
立
博
物

館
も
訪
れ
る
。
大
西
さ
ん
は

「こ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

形
態
も
あ
る
と
認
識
で
き
る
い

い
機
会
。
隊
員
の
活
動
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
期

待
す
る
。

　　
　

熱
線胸韮
」

　　

　
　
　

　
　
　　　
　
　
　
　

　　　

ー

　　

・

　　

ーｒ

　

・‐．；
‐日．－“一
．・イ

　　

　　
　
　
　　
　

　　

　
　

前
大
卒
＝
も
「研
究
基
盤
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
」
と
充
実
感

を
に
じ
ま
せ
た
。

研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
弘
前

大
農
学
生
命
科
学
部
の
西
野
敦

雄
教
授
（５２
）は
「生
物
学
の
研

究
で
は
繊
密
な
デ
ー
タ
が
重
要

と
な
る
。
今
回
の
研
究
は
そ
れ

を
示
し
、
成
果
に
つ
な
げ
た
」

と
評
価
。
「こ
れ
か
ら
も
探
究

心
を
絶
や
さ
ず
、
次
世
代
を
育

て
る
研
究
者
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
２
人
を
激
励
し
た
。

研
究
成
果
は
６
月
２０
日
、
生

態
学
の
国
際
学
術
誌
「Ｅ
ｃ
ｏ

ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
Ｉ

Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ

ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｓ
」

（米
国
）
に

掲
載
さ
れ
た
。

め
ぐ
み
さ
ん
の
母
早
紀
江
さ

ん
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
。

「
（被
害
者
が
帰
国
し
）
う
れ

し
い
悲
鳴
が
全
国
各
地
か
ら
聞

か
れ
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て

解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

木
原
氏
は
、
日
本
政
府
の
粒

致
認
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
被
害
者
の
一日
も

早
い
帰
国
実
現
を

議
目
指
す
と
強
調
。

譲
「強
い
覚
悟
を
持

“
っ
て
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
尽
く
し
て
取

，り
組
む
」
と
訴
え

一た
。
｛

　

閉
会
後
、
め
ぐ

”み
さ
ん
の
弟
で
被

　‐横
田
め
ぐ
み
さ
ん

ｒ′

　

ｉ
・　
　
　　

＝
１５
日
午
後
、
新

潟
市

す
る
モ
ン
ベ
ル
（大
阪
市
）
で

は
、
米
国
環
境
保
護
庁
（Ｅ
Ｐ

Ａ
）
の
認
証
を
受
け
た
２
商
品

に
「ク
マ
に
効
く
か
も
し
れ
な

い
」
と
す
る
投
稿
も
見
ら
れ
る

が
、
モ
ン
ベ
ル
の
担
当
者
は

で １ 益 に い

　　

送 代 す た・Ｔ

　

部 元 報 し 映 口

　　

い 正 計 を 取 た の で 受 が 会 ク

　　　　　　　　　

，い 件 国 り 教 岸 連 校 さ肝経ｉ‐， を述 のじさ害、トと よ て 同・金 表 る 」 ト長 社 酬

　

、像 ト関 う 申 約 含 材 こ 所 の け 東 社 シ エ

　　　

８ ミ

　　

」 が 民 な ▲． ▲－－－－「ー

　　　　　　　　

ま

　

、 ん 者
害
者
家
族
連
絡
会
代
表
の
拓
也

さ
ん
は
記
者
団
の
取
材
に
応

じ
、
「こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る

の
ま
雲
盲
己
由
首
相
の
覚
悟
、

　　

と
具
体
的
な
成
果

ノ

　

の
た
。

　

つ
つー

　

且
ち
、
木
原
氏
は

癖

　

丘
斧
＊
め
ぐ
み

争
ナ

　

」い
た
寄
居
中
学

ム

　

ヤ経
路
や
、
船
で

ゾ
〃

　

んと
み
ら
れ
る
海

　　

病
記
者
団
に
「文

　　

．尉な
住
宅
地
で
あ

岸

　　　　

病
記
者
団
に
「文

数

　　　

．尉な
住
宅
地
で
あ

り
な
が
ら
、
わ
が
国
の
主
権
や

国
民
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る
事

件
が
発
生
し
た
こ
と
は
許
せ
な

い
」
と
述
べ
た
。

ミ
ク
シ
イ
子
会
社

８
億
円
所
得
隠
し

東
京
国
税
局

　

工
Ｔ
大
手

「Ｍ
工
Ｘ
工

（ミ

鯖
ヒ

　

Ｕ

ク
シ
イ
）
」

（東
京
都
）
の
子

　

Ｒ
：汁
…
…
：し
・

　
　
　
　
　　

　

け
、
２
０
２
４
年
３
月
期
ま

　

支
の
高
い
・

　

　　

　　
　
　　
　
　
　
　
　　　
　
　　　　
　

　　　

　　

　

　　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ー自
得
隠
し
を
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
　
　

た
こ
と
が
１５
日
、
関
係
者
へ
の

　

０

　

０
る
て
視

　

ナ
Ｐ
つ
ご
ｏ
重
唱
識
見

　

湖

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

ａむ
法
人
税
の
追
徴
税
額
は

　

耳

　　　
　
　
　
　
　

計
約
２
億
円
。
同
社
は
既
に
修

　

約
人
と
材

正
申
告
と
納
付
を
済
ま
せ
た
と
繍
遂
求
醜

い
う
。

　　　　　　　　　

償

が

怠

士

　

関
係
者
に
よ
る
と
、チ
ャ
リ
．

・１
１
１
１
１
：

　　　
　
　

　　
　

　
　
　
　
　
　

送
金
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

と
事
賠
「

い幅冨織堀順蒲刈雨鯖勲わ
剛婚；鵬：腿，

　　　　
　　
　

　

、 ３人はョ捜査の中核をヂ且つた外ｉ償紹鮎頭約１億８５００万円を支払ったｉさないためには個人の貝；任…が明確ｉｉでは、公安部の捜査を「遠浅…」と認
事１課の当時の管理官と係長、国１が、 ３人に対する求償権の行使を１化されるべきだ」と話した。

　　　

ｉ定した判決が６月に確定。警察当
賠訴訟の控訴審判・決で取り調べが１怠ったと主張している。 高田弁護１

　

監査は６０日以内に行われ、請求ｉ局は８月、この管理官と係長－い
「偽計的」と認定された主任。 同ｉ士は取材に「警視庁は軽い処分で１人は結果に不服があれば住民訴訟ｉずれも退職＝を減給処分トネ耳当、主


